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中央銀⾏の政策⽬標範囲
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*政策⾦利は発表⽇ベース

2015年1⽉29⽇

1⽉29⽇、ニュージーランド準備銀⾏（以下、
RBNZ）は政策⾦利を3.50％に据え置くことを決定
しました。声明⽂は前回（12⽉）と⽐較してハト派
トーンとなりました。
RBNZは景気の先⾏きについて慎重な⾒⽅であるこ
とや、原油価格の下落などを背景に2015年中、イ
ンフレ率は物価⽬標の下限を下回るという⾒通しを
⽰しました。今後の政策⾦利についてRBNZはしば
らく据え置く姿勢を維持する⼀⽅、今後の経済デー
タ次第で次回の政策⾦利の調整は利上げも利下げも
ありうることを⽰しており、これまでの利上げに向
けた姿勢から後退したと⾔えそうです。

＜為替⾒通し＞

＜NZドルの推移＞

ニュージーランド –政策⾦利の据え置きが続く–
＜政策⾦利据え置き＞ ＜政策⾦利の推移＞

＜NZドル為替の推移＞

＜インフレ率の推移＞

NZドルは軟調な地合いが続いています。ニュー
ジーランドの2014年10-12⽉の消費者物価はRBNZ
の政策⽬標の下限やRBNZが12⽉に⽰した⾒通しを
下回りました。また、ECB（欧州中央銀⾏）が量的
緩和を決定したことなどから世界的に⾦融緩和期待
が膨らみました。これらを背景としてニュージーラ
ンドでも利上げ観測が後退、NZドルは対⽶ドル、
対円でともに軟調に推移しました。
今回の声明⽂を受けてNZドルは更に下落し、対⽶
ドルでは2011年3⽉以来の⽔準まで下落しました。
29⽇東京時間午前9時現在、1NZドル=0.732⽶ド
ル、1NZドル＝86.16円となっています。

利上げ観測の後退などを背景としてNZドルは⽬先
は軟調な推移が⾒込まれます。ただし、ニュージー
ランド景気は今後も⼒強い推移を続けていくことが
予想され、時間の経過とともに市場では利上げの可
能性が再び意識されていくと考えられます。また、
相対的に⾦利⽔準が⾼いことでNZドルが選好され
やすい状況は続く⾒込みで、中⻑期的にはNZドル
の底堅い推移が期待されます。

出所：Bloomberg


